
子どもの貧困を考える

～えがおプロジェクトの活動から～

２０１９．１２．１０
NPO法人えがおプロジェクト

出分 玲子



教室の中には・・・

重いものを背負っている子どもたち

朝ご飯を
食べてこない

宿題をしてこない

忘れ物が多い 登校が困難

卒業アルバムが
買えない

虐待を受けている



活動を始めてわかったこと

背景には、貧困がある

子どもの貧困 ＝ 親の貧困

母子世帯の５０％以上が相対的貧困状態



シングルママに対して・・・

自業自得

困るなら、
離婚しなければいい

わがまま



シングルママたちは・・・

働かず、怠けているから

困窮するのか？

離婚した自分が悪い

母子家庭だから、
貧しくて当たり前



富山県のシングルママ

母子家庭世帯

７，２３２世帯

年間就労収入

２００万円以下 ４５．９％

雇用形態

正社員・正職員 ５３．９％

パート・派遣 ３１．８％

ひとり親になった理由

離婚 ８１．６％

就労率

母子家庭 ９３．４％

養育費の受け取り

現在受けている ４０．３％

平成３０年 富山県調査



貧困がシングルママに与える影響

収入が少ないため、長時間働く

子どもと過ごす時間が短い

ストレス

孤立

健康状態の悪化



貧困が子どもに与える影響

健康・家庭環境などの面で不利

さまざまな機会を失う

学力低下・不登校

被虐待・非行

若年妊娠（高校中退）



見えにくい貧困

豊かな県だからこそ、

知られたくない

相談しづらい

＝ 手を差し伸べられない



① ひとり親家庭支援

・ 講座 ・・・子どもの教育費・エンパワメントなど

・ 相談会 ・・・養育費・面会交流など

・ シングルママの語り合い

・ 親子のためのイベント
・・・バーベキュー・料理教室・クリスマスパーティなど

同じ境遇のママと子どもたちが集う場

エンパワメント・キャリアプラン講座

料理教室 氷見竹林遊び 語り合い



① ひとり親家庭支援 全国のなかまと

11月5日 院内集会で提言

国会議員、内閣府、厚生労働省、法務省の
担当者参加のもと、

・ 未婚の母をめぐる税制の改正
・ 養育費の確保
・ 生活保護制度の改善 など訴える

「ひとり親世帯の子どもたちは、
なぜ貧困なのか」

生活保護制度改善を要望

「シングルマザーサポート団体全国協議会」のメンバーとして



② DV被害者支援

・ DVの理解と回復のための講座

・ DVを受けたママと子どもための
回復プログラム

・ 食品支援・古着支援
・・・おてらおやつクラブさん、 フードバンクとやまさん他のご協力で

夜間保育施設の子どもたちへ

ヨガ講座

古着を届けてくれた小学生
提供されたパン

DVを受けたママと子どもの癒しの場



③ 子育て支援 学童保育「こどものいえ」
２０１４年4月より
年間250日以上開設

手作りおやつ電車に乗って遠足

宿題タイム 科学実験

地元の球団選手と英語で遊ぼう

読書（読み聞かせ）

ひとり親家庭と共働き家庭の子どもたちのために



③子育て支援 学習支援

富山大学のボランティア学生の力を借りての学習支援

勉強だけではなく、遊んだり、話したりして過ごす場



えがおプロジェクトからのお願い

資金の協力 食品・古着の協力 アイデアの提供

子育てが家庭にゆだねられている今、
地域でひとり親家庭を支える

そして、

待つのではなく、積極的に働きかける




